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＜プログラムリスト＞
　以下のプログラムは，全て医療科学社のホームページ（http://www.iryokagaku.co.jp/）からダウン

ロードできます．

　第 1章　繰り返しを利用した画像再構成
P1-1 ART.c（加算型）／P1-2 ART.c（乗算型）／P1-3 SIRT.c（加算型）

／P1-4 SIRT.c（乗算型）

　第 2章　ML-EM法とOS-EM法
P2-1 ML-EM.c ／ P2-2 OS-EM.c

　第 4章　Display による逐次近似画像再構成の実習
P4-1 mkcij.c　係数行列画像の作成

　第 6章　勾配法による画像再構成
　　1）本文の連立方程式を解くプログラム

P6-1 gm.c：勾配法／P6-2 sdm.c：最急降下法／P6-3 cgm.c：共役勾配法

　　2）256×256 画素の画像に対応する画像再構成
P6-4 gm_recon.c：勾配法／P6-5 sdm_recon.c：最急降下法／P6-6 cgm_

recon.c：共役勾配法

　第 7章　逐次近似画像再構成の計算過程
　　2×2画素の画像に限定した画像再構成

P7-1 ART.c：加算型／P7-2 ART_m.c：乗算型／P7-3 SIRT.c：加算型／

P7-4 Gradient.c：勾配法／ P7-5 Steep descent.c：最急降下法／ P7-6 

Conjugate.c：共役勾配法／P7-7 ML-EM.c：放射型CT_ML-EM法／P7-8 

Trans-ML.c：透過型CT_ML法／P7-9 Convex.c：透過型CT_Convex 法

　第 8章　回転処理を用いた代数的逐次近似画像再構成
P8-1 SIRT_rotate.c（加算型，乗算型）／P8-2 ART_rotate.c（加算型，乗

算型）

　第 9章　係数行列のプログラム化
P9-1 SIRT_Cij.c（係数行列）／P9-2 SIRT_bp.c（順投影は回転処理，逆

投影はFBP型）／P9-3 ART_Cij.c（係数行列）／P9-4 ART_bp（順投
影は回転処理，逆投影はFBP型）

　第 10 章　統計的画像再構成法
P10-1 Multinomial.c（ML-EM法による多項分布の母数推定）
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